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食品、飲料水および材料の殺菌・抗菌技術

オゾンの酸化力でも完全な殺菌が困難な
微生物として一部のカビ類がある。殺菌剤
抵抗性微生物を効果的に殺菌する技術と
して、ヒドロキシラジカルの強い酸化力を
用いた促進酸化法による殺菌技術を開発
する。また、材料表面におけるバイオフィル
ムの形成を、漆などの植物由来の天然抗
菌剤により抑制する手法を開発する。

殺菌／抗菌 ／飲料水／食品／バイオフィルムキーワード

水、食品、材料および屋内大気中には、食中毒や食品変敗の原因となる微生物が存在する。また、材料表面に形成された微生物バイ
オフィルムは衛生上の問題のみならず、材料の劣化も引き起こす。殺菌剤や抗菌剤を多用すると、これらの薬剤に耐性のある微生物
が選択的に増加し、公衆衛生上の問題となることが指摘されている。

水、食品、材料などを汚染し、食中
毒や食品変敗の原因となる微生
物を殺菌する技術を開発してい
る。紫外線照射およびオゾン酸化
により、有害微生物を不活化する。
オゾン酸化は耐性菌の増加がみ
られない殺菌方法として知られて
いる。また、植物の精油成分を抽出
し、抗菌性物質や雑草に対する成
長抑制物質を探索している。

図1　材料表面のバイオフィルム 図2　漆塗木槽（白山麓キャンパス）
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